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(単純な思い付 きか ら。._..》

たまには呼ばれる側になってみたいという単純な発想か ら同 じ島根県にあって比較的ヨーロッパ

か らリクエス トの多い IOTA/AS-41隠 岐島へ行って見ようと計画 したのが今年の夏休み前

で した。同 じ島根県で も私自身まだ一度 も行ったことがな く又一人で行 くには何かと不便 (荷物の

運搬等)な 為田中OMに声をかけたところ 10月 の連休なら同行できるとのことでさっそ く日程調

整にかかりました。

(隠岐島は日本海にありまして。__)

隠岐島は最 も大 きな道後 (ど うご)と 小さな 4つ の島か らなる道前 (ど うぜん)と に分かれ、本

土か ら70KMの 日本海にあり,観光 と漁業が中心のいわゆる過疎の島です。春か ら秋にかけては

全国か ら釣 リマニアが ドーット押 し寄せてその道の方には有名なところだそうです。また、歴史的

にみても後鳥羽上皇や後醍醐天皇が島流 しされた遠流の島としても知 られ今で も宮内庁直轄地があ

り、国ガ海岸等の日本海特有の断崖絶壁の景勝地で も知 られ観光地として も急速に開発が進んでき

ています。 しか し今回はこれらについてはまった く関係なくどこで運用す るかが最大の課題であり

ます。

(目 的にびったりの場所があった !〉

道後で唯一のDXer」 F4KCK局 にお空で相談 しているうちに以前 CQ誌 に道前のあるとこ

ろで町が観光客誘致の一環としてHAM用 の設備を山の上に常設 しているとの記事を思い出 したの

です。さっそく記事を捜すとともに、町の観光協会に連絡をとり我々の目的にほぼ合致することを

確認 してさっそく予約を済ませました。

場所は隠岐郡海士町 (あ まちょう)で その名 も"AMA  WIRELESS LODGE"。

後日バ ンフレットを頂 き、またこの島の唯一のハムで実質ここの運営、管理をされている」G41

KR(浜 中OM)局 に設備やロケーションについていろいろ教えて頂きました。 (MNI TNX)

それによれば、小高い山のほぼ頂上にありAC100Vは 勿論、、 12mの クランクアップタヮー

に 3ELト ライバ ン ド八木、 7は ダイポール、 2台 同時運用できる固定デスクに トイレ、流 しまで

付いた 10畳位の広さの専用 シャックがあリ トランシーバーだけを持ちこめば即運用できるとのこ

と、運用面での問題はなさそうです。

(い よいよ出発〉

10月 7日 (土)前泊の田中OMと 一緒にフェリー乗 り場へ急ぎ9:30発 の"お きじ"に 乗船。

90%は 釣 り客でフェリーの中は釣竿 とクーラーであふれ我々は何か場違いの所にいる感 じさえす

る光景で した。波 も比較的静かで心配された船酔いもなくうとうとしている間に午後 1時過ぎ海士

港に入港。途端にマイクで我々の名前が呼ばれびっくりして案内所に行 くと電話でお世話になった

浜中さんが愛用のジムニーで出迎えて頂いていたのです。ご好意に甘え旅館宛に事前に宅急便で送 っ

ておいた荷物 もWIRELESS LODGEま で運搬 して頂きました。 LODGEへ は車で約 1
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で約 30局の EUと QSOで きました。ANTは 4mHの 短縮ダイポールだが ロケーションのせい

かまずまずてあった。朝食の時間が きたためまた車で旅館へ。すでに田中さん もお目覚め。

(今度はクラウンで一―》

朝食後今度は主人愛用のクラウン (ち ょっとへばっていたがたぶんこの島には一台 しかないだろ

う)を借用 し (決 して無理に頼んだ訳ではありません)再 び山へ。朝は 21、 28と もWが FBで
しば し快感を味わい隠岐島を大々的に PRで きました。これてグローバルな観光客誘致に効果があっ

たと思 うのですが..。 EUに 比べるとWは比較的少ないようで したので、やがてパイル も少なく

なり11時旅館へ。昼食、仮眠後また LODGEへ 。 もう道にも慣れた。 5時 か ら7時 までまた猛

バイル。浜中さんにせ っか く差 し入れていただいたお茶を飲む暇 もないくらいて した。約束の夕食

時間に遅れてはまずいのでやむを得ず QRTじ 7時半旅館着。夕食後また LODGEへ 向かった。

もうここまで くると旅館の人 も気を使 って くれて"お仕事たいへんですね―"。 これには二人とも

返す言葉 もなく笑 ってごまかすのがせいいっばいで した。

23:30。 "疲 れたな一""明 日はフェリーの時間まで余りないか ら今夜のうちに撤収 しよう"

ということで、深夜の撤収作業 となりこれ も午前 1時過 ぎ無事終了、下山。

くまた来よう。...》

10月 9日 。朝食後荷物を送 り出 し10時海士港発のフェリーで帰途に着きました。

そ もそもたまにはパイルを裁いてみたいというきわめて レベルの低い発想か らみ しかな隠岐島へ出

かけた訳ですが同 じQSOで もその価値はずいぶん違 ったものになったと思います。そ して呼ぶ側

に立 ったときこの経験が きっと役立つことで しょう。また来年 も来よう ! そ してチャンスがあれ

ば レアカ ン トリーヘ行 って本格的なDXベ ディションをや りたいな一。

(SPECIAL THANKS TO EDXG)
EDXG 20周 年記念行事の一環 ということで EDXGか ら多大な援助をいただき誠にありが

とうございました。次のように使用させていただきましたので御報告させて頂 くとともに、お礼に

かえさせていただきます。

LODGE 使用料  2人 *2日    4000

QSLカ ー ド印刷代の一部       6000

10000
《QSO 結果)

*DXの み

*CWは 15局

他はすべて SSB

14 計

」A3EMU/4 443 107 550

」A4DND/4 101 195 555 882

計 101 638 662 1432


